
氏名 西脇　二一

大学院博士後期課程
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専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

演習・実習科目で教育支援システムおよびe-learningシステムを利用

日本情報地質学会　会長
国際地球倫理学会IAGETH　副会長
情報知識学会　編集委員
大垣市史執筆委員（自然史編）
金生山化石館運営委員

1977　京都大学大学院理学研究科地質学古生物学専攻

1977　京都大学理学博士

地球情報学　地球倫理学

最終学歴

【研究上の特記事項】

・34th International Geological Congress, Symposium 2.5: Geoethics, Convenor
・34th International Geological Congress, Workshop 13: Importance of Geoethics,
Paneller
・大垣市教育委員会委託研究「金生山化石調査」調査担当責任者

平　成　24　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本情報地質学会　国際数理地質学会IAMG　情報知識学会　日本地質学会　日本古生物学
会　応用地質学会　地盤工学会　土木学会　計算機統計学会　日本リモートセンシング学
会　国際堆積学者協会IAS　国際古生物学会IPA　堆積地質学会SEPM　米国花粉学会AASP
国際地球倫理学会IAGETH　ベンソス学会　金生山化石研究会

地球科学データのシステム化に関する研究
赤坂石灰岩の地質学的古生物学的研究
地球倫理学の発展に関する研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・自然地理情報特論（通年）
・心理統計法特論（後期）授業科目

学部担当科目

・社会調査特殊講義（七）（前期）
・社会調査特殊講義（十二）（前期）
・社会調査特殊講義（十三）（後期）
・社会学応用実習Ⅰ（前期）Ⅱ（後期）
・情報学応用実習Ⅰ（前期）Ⅱ（後期）
・演習Ⅰ（前期）Ⅱ（後期）
・情報学演習Ⅲ（前期）Ⅳ（後期）
・表現技法Ⅰ（前期）



単著

単著

単著

情報地質,vol.23,
no. 2, pp. 56-57

第22回環境地質学シ
ンポジウム論文集,
pp.107-110

第22回環境地質学シ
ンポジウム論文集,
pp.135-138

2012年6月

2012年12月

2012年12月

国際発展のための地球科学者協会
AGIDの地球倫理学作業グループでは
自然災害関連情報の処理過程につい
て検討を始めている．すべての人は
自然災害に関する情報を公平に享有
する権利があるとする地球倫理学の
考えに基づいて，自然災害に関わる
情報がどのように処理されどのよう
に発信・活用されているかを検証す
る必要がある．現在の情報処理過程
における検証作業がどのように行わ
れているかを精査し，地球科学の特
性に対応するための示唆を行った.

地球倫理学Geoethicsは地球科学に
関わる研究・政策・経営などの過程
における倫理学的側面を扱う学問で
あり，その対象は資源利用，環境保
全，都市開発，災害予測など幅広
い．地球温暖化を始めとする環境問
題や，近年における自然災害の予
測・防災に関連して，地球倫理学的
視点が必要な事例が多くなったこと
から，地球倫理学に関心を持つ研究
者が増えてきている. しかし，これ
までの研究は事例報告と問題提起が
中心であり，未だ地球倫理学の全体
像は明確になっていない．地球倫理
学が地球科学の新しい分野として認
知されるには，事例研究を増やして
応用の範囲を広げるだけでなく，理
論的研究による地球倫理学を体系化
することが急務である．そのため，
新しい国際学会を設立して地球倫理
学の活動を拡張することとなった
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（学術論文）
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著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

地球科学の情報は自然災害の予測，
防災政策の立案，防災施設の設計な
どの基礎情報であり，これが正確に
処理され適切に利用されることが重
要である．現在の情報処理過程で
は，結果の検証は最終的な予測と実
際の現象を比較することによって行
われている．異なった視点からの検
証が必要な災害関連情報については
処理過程全体を統一した視点で検証
することが必要である

①AGIDにおける地質情報処理
過程の再検討

②地球倫理学の現状と将来

⑤

③地球情報処理における検証
過程

②

③

④
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共著
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単著

2012年6月

奈良大学総合研究所
報, no.21, pp. 37-
53

2012年12月

第23回日本情報地質
学会講演会
（Geoinforum
2012）, 高知

34th International
Geological
Congress, Session
2.5, Brisbane,
Australia

2012年度日本海洋学
会秋季大会、東海大
学、静岡市

第22回環境地質学シ
ンポジウム、産総
研、つくば市

第22回環境地質学シ
ンポジウム、産総
研、つくば市

2012年8月

2012年12月

34th International
Geological
Congress, Workshop
13, Brisbane,
Australia

2012年8月

2013年3月

上記学術論文②に対応

上記学術論文①に対応

自然災害の予測，防災/減災，避
難，復旧/復興などの過程において
は，地球科学情報が正確かつ適切に
発信されることが必要である．情報
を発信する地球科学者が地球倫理学
的視点を持つことの必要性につい
て，情報処理の視点から議論した．

上記学術論文③に対応

地球科学情報も通常の情報処理過程
である観察-分析-評価-モデル化と
いう流れで処理され，最終結果のモ
デルと現実とを比較して，再度，観
察にもどるというサイクルをとって
いる．構造の複雑な地球科学情報は
目的/視点によって評価が異なるの
で，途中の段階での評価を検証する
必要がある．地球倫理学視点を導入
することに，検証の精度を上げるこ
とが求められている事を提唱した．

⑤地球情報処理における検証
過程

④ペルム紀赤坂石灰岩の地質
古生物学的研究　その２　市
橋地域と岩原地域の最上部層

気候変動因子を解析するためにベー
リング海の2定点で20年間にわたっ
て設置された堆積物トラップで得ら
れた試料に含まれる石灰質ナンノプ
ランクトンを分析し，その生産性と
経年周期性から気候変動との関連性
を検討した．その結果，太平洋にお
ける10年周期とのずれがあること，
および，20年間で水温が上昇してい
ることが明らかになった．

ペルム紀赤坂石灰岩は、岩相とフズ
リナ生層序によって４つの部層に区
分されており、最上部層は金生山南
部の花崗地区および南西部の岩原地
区の狭い地域のみに分布するとされ
ていた。前回の調査（西脇ほか、
2011）で金生山北部の市橋地域に最
上部層が広く分布していることが分
かり、今回の調査では最上部層の下
限を追跡して分布域を確定した。

（学会発表）

2012年9月

⑤

①Verification of
geosciences information
from geoethical view
points

③

（その他）

②

④

②Geoethical importance of
information management
before/after natural
hazards

①AGIDにおける地質情報処理
過程の再検討

③ベーリング海・北太平洋亜
寒帯域に
　設置したセディメントト
ラップ中の円石藻と温暖化に
ついて

➃地球倫理学の現状と将来


